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１	
 目	
 的	
 

江戸時代初期から幾世代にも亘って受け継がれ、現代に当時の大津町衆の心意気を伝える大津祭の

貴重な伝統文化を学び、そして大津祭を体験することにより、祭及びまちづくりを担う人材を育成す

ることを目的とするもの。	
 

	
 

２	
 主	
 催	
 	
 	
 	
 大津市、特定非営利活動法人	
 大津祭曳山連盟	
 

	
 

３	
 協	
 力	
 	
 	
 	
 大津市歴史博物館、大津祭曳山責任者会、大津祭支援団体｢長柄衆｣	
 

	
 

４	
 組織体制	
 

	
 学	
 長	
 	
 	
 	
 大津市長	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 越	
 	
 直美	
 

学部長	
 	
 	
 	
 ＮＰＯ法人大津祭曳山連盟	
 理事長	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 白井	
 勝好	
 

	
 顧	
 問	
 	
 	
 	
 二代目学部長	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 上田	
 良平	
 

（ＮＰＯ法人大津祭曳山連盟前理事長・前大津祭曳山展示館館長）	
 

	
 キャンパス長	
 大津祭曳山連盟事務局長	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 中野	
 敬	
 

	
 事務局長	
 	
 	
 大津祭｢長柄衆｣代表	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 渡邊	
 光悦	
 

参	
 与	
 	
 	
 	
 大津市都市再生課長	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 松澤	
 秀夫	
 

	
 

５	
 実施要領	
 

�	
 期	
 	
 間	
 	
 平成２６年６月１日（日）～１１月８日（土）	
 

�	
 キャンパス	
 	
 大津祭曳山展示館ほか	
 

�	
 受講回数	
 	
 講義研修	
 ３回、現地研修	
 ６回	
 

�	
 定	
 	
 員	
 	
 ３０名程度（１８歳以上であること。居住の市内外は問わない。）	
 

�	
 事	
 務	
 局	
 	
 特定非営利活動法人	
 大津祭曳山連盟	
 	
 

〒520-0043 大津市中央 1-2-27 大津祭曳山展示館	
 077-525-0505	
 FAX 兼用）	
 

	
 

�	
 講座（予定）	
 

【第１回】	
 ６月	
 １日（日）１４：００～１６：３０	
 	
 	
 場所：大津祭曳山展示館	
 

	
 	
 	
 	
 	
 開講式及び学科「曳山のなりたちと大津祭」	
 	
 講師：曳山連盟	
 中野	
 敬	
 

【第２回】	
 ６月２８日（土）１４：００～１６：３０	
 	
 	
 場所：浄宗寺と天孫神社	
 

	
 「塩屋治兵衛と天孫神社」（フィールドワーク）	
 	
 

【第３回】	
 ７月２６日（土）１４：００～１６：３０	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 場所：大津祭曳山展示館	
 

講座「まちの歴史」「大津祭のからくり戯」	
 講師：大津歴史博物館	
 	
 木津	
 勝	
 氏	
 	
 

【第４回】	
 ８月３０日（土）１４：００～１６：３０	
 	
 	
 	
 	
 	
 場所：大津祭曳山展示館	
 

学科「大津祭を彩る幕」	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 講師：染織品研究家	
 	
 鈴木	
 辰規	
 氏	
 

	
 	
 「大津祭曳山の木の話」	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 講師：太田工務店	
 	
 	
 太田	
 豊地	
 氏	
 

【第５回】	
 ９月１６日（月・祝）９：００～１１：００	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 場所：天孫神社	
 

「鬮取り式見学」（フィールドワーク）	
 

【第６回】	
 ９月２０日（土）１８：３０～２１：００	
 	
 場所：大津祭曳山展示館と各曳山町	
 

「大津祭の囃子についてと二階囃子見学」（講義とフィールドワーク）	
 

【第７回】１０月５日（日）８：００～１６：００	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 場所：各曳山町他	
 

「山建ての見学とまち歩き、曳初め体験」（フィールドワーク）	
 



【第８回】１０月１１日（土）１６：００～１９：００	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 場所：各曳山町	
 

「宵宮ガイド体験」（実技演習）	
 

【第９回】１０月１２日（日）８：００～１８：００	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 場所：曳山巡行路	
 

「曳山巡行ガイド体験」（実技演習）	
 

【修了試験】	
 

１０月２６日（日）１０：００～１２：００	
 	
 	
 	
 	
 	
 場所：大津祭曳山展示館	
 

【修了証書授与式】	
 

	
 	
 	
 	
 １１月	
 ８日（土）１３：３０～１５：３０	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 場所：大津祭曳山展示館	
 

	
 

�	
 参	
 加	
 費	
 	
 ３,５００円（テキスト・保険代ほか）	
 

	
 

６	
 各講座の概要	
 

【第１回】	
 講座「曳山のなりたちと大津祭」	
 

	
 曳山とは何か？という基本から始まって、大津祭のなりたちや特徴、あるいは大津祭を支える人々

など、大津祭の概要について学ぶ。	
 

	
 

【第２回】	
 現地研修「塩屋治兵衛と天孫神社」	
 

	
 大津曳山祭創立のきっかけとなった、塩屋治兵衛という人物と浄宗寺との関わりについて学ぶ。	
 

また大津祭は天孫神社の祭礼であることから、天孫神社について学ぶ。	
 

	
 

【第３回】	
 講座「大津のまちの歴史」「大津祭のからくり戯」	
 

	
 「大津のまちの歴史」では、大津城の戦いから江戸時代に入ってからの大津町について、大津祭の

背景となった町の歴史について学ぶ。	
 

	
 「大津祭のからくり戯」では、大津祭の大きな特徴である１３基の山のからくりについて、その内

容の意味を考えながら学ぶ。	
 

	
 

【第４回】	
 講座「大津祭の曳山を彩る幕」「大津祭曳山の木の話」	
 

	
 「大津祭の曳山を彩る幕」では、大津祭の曳山を錺る各種の織物について、ユニークな視点からの

解説を聞きながら学ぶ。	
 

	
 「大津祭曳山の木の話」では、昨年曳山の車輪（タマ）と車軸の新調事業に携わった棟梁から、製

作の苦労話や大津祭の曳山に使われている木のことについて学ぶ。	
 

	
 

【第５回】	
 現地研修「鬮取り式拝観」	
 

	
 曳山巡行の順番を決める「鬮取り式」が天孫神社で執り行われる。この鬮取り式の日から大津祭が

始まることから、この行事に参加することで大津祭への意識をさらに高める。	
 

	
 

【第６回】	
 講座と現地研修「大津祭の囃子についてと二階囃子見学」	
 

	
 鬮取り式が終わると各曳山町ではお囃子の稽古が始まる。ここでは初めに大津祭の囃子について解

説を受けたあと、各曳山町の町家（ちょういえ）で行われている二階囃子と呼ばれる稽古を見学し、

お囃子の楽しさに触れながら、伝統文化の継承について学ぶ。	
 

	
 

	
 



【第７回】	
 現地研修「山建ての見学とまち歩き、曳初め体験」	
 

	
 各町家などで解体保管されている曳山が、釘を使わずに建てられているところを、まち歩きをしな

がらその工程を見学する。午後に行われる曳初めでは、綱をひく曳き手の一員として参加する。	
 

	
 

【第８回】	
 実技演習「宵宮ガイド体験」（必修講座）	
 

	
 本祭の前夜は「宵宮」と呼ばれ、各曳山から「コンチキチン」の祭囃子が夜空にひびき、無数の提

灯にうかびあがった曳山は優雅で美しい。その宵宮には例年多くの観光客が訪れ非常に賑わう。受講

生は、各曳山町において観光客に解説を行うガイド役を体験し、これまで学んだ知識や経験を活かす

機会とする。	
 

	
 

【第９回】	
 実技演習「曳山巡行ガイド体験」（必修講座）	
 

	
 本祭当日には、曳山巡行が行われる。受講生は各曳山やからくりについてなど、観覧者に対しての

ガイド役を体験する。受講生はこれまで学んだ知識と体験を基にして、大津祭の運営に参加しこれま

での総決算とする。	
 

	
 

７	
 修了資格	
 

	
 各講座を受講し、卒業検定試験を受け、出席点と検定試験の合計点が基準を満たした者。	
 

	
 

８	
 修了認定	
 

前記資格を有したものに卒業証書を授与する。	
 

	
 

９	
 その他	
 

詳細は別に定める。	
 


